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ま え が き 

 

「三重県の水道概況」は、毎年、厚生労働省が行っている水道統計調査のデ

ータをもとに三重県が県内の水道の状況について取りまとめているものです。 

第１章では「水道の普及状況」として県内の水道普及率の推移や市町毎の普

及率などのデータを掲載しています。 

第２章では「水道施設及び使用水量の概況」として水源別の取水状況や浄水

方法別の浄水量、給水量や水道料金等の給水関係のデータを掲載しています。 

第３章では「事業別等個表」として上水道事業及び簡易水道事業の事業別デ

ータ、専用水道施設の施設別データについて現況と実績を掲載しています。 

平成２９年度の三重県の水道普及率は 99.6％であり、近年は給水人口・普及

率とも横這い傾向にあります。普及状況の内訳を水道の種別で見ると、上水道

99.1％、簡易水道 0.5％、専用水道 0.1％となっています。なお、簡易水道は簡

易水道統合計画により、平成 29 年 4 月に上水道への統合が進み簡易水道事業は

76 事業から 26 事業に減少しました。 

平成２９年度における三重県の状況は山間部等に依然水道未普及地域は存在

していますが、社会インフラとしての普及という観点ではその目的はほぼ達せ

られております。 

しかし、今後は日本の人口動態の急激な変化に伴う給水人口の減少とそれに

伴う給水収益の減少、一方、今後増大する施設更新需要への対応や急務とされ

る南海トラフ地震等震災対策など水道経営の基礎的環境が大きく悪化すること

が予想されます。 

このような中、昨年 12 月には水道法の一部を改正する法案が公布され、今後

は水道の拡張整備を前提とした時代から、既存の水道の基盤を強化していくこ

とが求められています。 

将来にわたり安全・安心な水道供給が持続できるよう、水道の基盤強化に向

けた取組みを行っていく必要があることから、国による支援を活用するととも

に、県と水道事業者である市町が将来ビジョンを共有し着実にその計画を実施

することが求められます。 
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